山行実施報告書

平成３０年４月３日

	行き先
	　戸倉三山環境登山　　臼杵山(842m)、市道山(796m)、刈寄山(687m)　［所在地：奥多摩　］

	実施日／
天候
	平成３０年４月１日（日）　　　　　天候：晴れ

	参加者

（氏名）
	合計　１１　名　

	コースタイム
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ホリデー快速あきがわ３号　　　　　　バス
姉ヶ崎＝＝＝千葉＝＝＝＝新宿＝＝＝＝武蔵五日市＝＝＝＝元郷―――
  6:05    6:28 / 6:32  7:38 / 7:44     8:48 / 9:00       9:19 / 9:30
――臼杵山――（昼食）――市道山―――入山峠―――刈寄山―――沢戸橋＝＝バス＝＝
　　　 11:10      　       12:50    　　 15:10       15:25    16:45 / 16:52         

武蔵五日市＝＝＝＝立川（反省会）＝＝＝＝姉ヶ崎

17:00 / 17:07  
（凡例）　電車・ﾊﾞｽ・ﾀｸｼｰ・航空機等乗り物：＝＝　　歩行：－－

	費　用
	【交通費】姉ヶ崎起点　
・電車：休日おでかけパス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2670円　
・バス：武蔵五日市駅→元郷、沢渡橋→武蔵五日市駅　　　 420円 + 260円
【その他】　　　
・反省会：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3300円　
合　計：　６，６５０　円　

	所感ほか
	1 休憩を含む歩行時間７時間超のタフなコースであったが、天候と参加者の脚力に恵まれて、
ほぼ計画通りの山行ができ、沢渡橋で五日市駅行のバスに間に合った。
2 元郷からは急登で始まり、尾根までの標高差４００ｍを一気に登るので、抑え気味で息切れがしない程度のペースを保った。

3 市道山で昼食休憩の計画であったが、臼杵山の急登での消耗を回復すべく、市道山手前の鞍部で昼食休憩とした。
4 市道山で反対側（陣馬山）から登ってきた若いアベックは、途中で多くの山岳耐久レース参加者に出会ったとのことであったが、我々は陣馬山分岐以降、入山峠まで４名に出会っただけであった。入山峠ではレースのスタッフがチェックポイントの撤収をしていた。
5 刈寄山から沢渡橋への下山ルートは、山と高原地図上では『荒廃』と表記され登山道が記されていないが、小峰ビジターセンターの資料では刈寄山の登山道として明記されており、ヤマレコでも歩行記録が報告されているので、時間短縮のため今回採用した。下り始めの急坂と植林内の踏み跡を見失しなわないように注意すれば全く問題なかった。
6 沢渡橋ルートの林道からの入山口には水量豊富な水場がある。

	一口アドバイス
	1 この時期の休日、五日市駅前バス乗り場はハイカーで長蛇の列ができるが、全員が座れるよう臨時便が増発される。
2 元郷バス停からは民家の脇の細い登山道が直ぐに始まるので、体操などをするスペースは無い。
3 沢渡橋ルートの植林内は踏み跡を見失い易いので明るいうちに通行すること。
	情報入手先電話番号等

	
	
	交通機関：西東京バス（ 042-596-1611 ）
観光案内所：小峰ビジターセンター
（ 042-595-0400 ）

　　　　　　『今熊山、刈寄山コース』
地形図名：山と高原地図23 奥多摩


備考：情報入手先は、余白が少ないため活用（必要）事項のみ記載する。

